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第 １ 章  ダ イ オ キ シ ン 類 の 物 理 化 学 的 性 質  
ダ イ オ キ シ ン 類 と は 、ポ リ 塩 化 ジ ベ ン ゾ -p-ジ オ キ シ ン (PCDD)と ポ リ 塩 化 ジ ベ ン ゾ フ ラ ン
(PCDF)の 総 称 で あ り 、 化 学 物 質 の 合 成 過 程 、 燃 焼 過 程 な ど で 非 意 図 的 に 生 成 さ れ る 。
PCDD に は 75 種 類 、 PCDF に は 135 種 類 の 異 性 体 が 存 在 す る 。  
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1 吸 収 、 分 布 、 代 謝 、 排 泄  
  ダ イ オ キ シ ン 類 の 主 た る 吸 収 経 路 は 、消 化 管 、皮 膚 、肺 で あ る 。ど の 吸 収 経 路 に お い て
も 、 ダ イ オ キ シ ン の 吸 収 は 動 物 の 種 類 、 溶 媒 の 種 類 、 異 性 体 、 食 餌 に 含 ま れ る 共 存 物 質 、
投 与 量 、 年 齢 な ど に よ っ て 異 な る 。 一 般 に は 、 異 性 体 の う ち 塩 素 数 が 多 い も の ほ ど 、 ま た
投 与 量 が 多 い ほ ど 吸 収 率 は 減 少 す る 。  
  摂 取 さ れ た ダ イ オ キ シ ン 類 は 血 流 に の っ て 各 組 織 に 到 達 す る 。 異 性 体 や 投 与 量 に よ っ
て 多 少 異 な る が 、 ダ イ オ キ シ ン 類 は 主 に 肝 と 脂 肪 組 織 に 蓄 積 す る 。 ど ち ら に よ り 多 く 蓄 積
す る か は 実 験 動 物 と ヒ ト で は 異 な り 、 ヒ ト に お い て は 脂 肪 に よ り 多 く 、 モ ル モ ッ ト を 除 く
実 験 動 物 で は 肝 に よ り 多 く 蓄 積 す る 。  
  一 般 に ダ イ オ キ シ ン 類 は 代 謝 さ れ に く い 物 質 で あ る 。 胆 汁 に 排 泄 さ れ た 数 種 の 代 謝 物
が ダ イ オ キ シ ン の 代 謝 物 と し て 同 定 さ れ て い る が 、 こ の 代 謝 物 の 毒 性 は 代 謝 前 の ダ イ オ キ
シ ン 類 の 毒 性 よ り 低 い 。  
  ダ イ オ キ シ ン 類 の 排 泄 に も ヒ ト と 実 験 動 物 と の 間 に 大 き な 差 異 が 認 め ら れ る 。 例 え ば
ヒ ト の 2,3,7,8-TCDD（ 2,3,7,8-四 塩 化 ジ ベ ン ゾ ダ イ オ キ シ ン ）の 体 内 濃 度 の 半 減 期 は ラ ッ
ト の 100 倍 以 上 も 長 い 。サ ル の 2,3,7,8-TCDD の 体 内 濃 度 の 半 減 期 は ヒ ト と 他 の 実 験 動 物
の 中 間 の 値 で あ る 。 サ ル 以 外 の 実 験 動 物 間 に は 排 泄 速 度 に 種 差 が ほ と ん ど 認 め ら れ な い 。  
  ダ イ オ キ シ ン 類 は Ah 受 容 体 （ 注 １ ） を 介 し て CYP1A1 や CYP1A2 等 の 肝 等 か ら 供 給
さ れ る シ ト ク ロ ム P450（ 注 ２ ）と し て 分 離 さ れ る 酵 素 を 誘 導 し 、特 に 、CYP1A2 は ダ イ オ
キ シ ン と 結 合 す る 。 こ れ ら の 酵 素 と ダ イ オ キ シ ン の 作 用 メ カ ニ ズ ム が 、 ダ イ オ キ シ ン 類 の
肝 へ の 蓄 積 や 毒 性 の 発 現 メ カ ニ ズ ム と 深 い 関 わ り を 持 つ 。 2,3,7,8-TCDD の 生 体 内 移 動 を
決 定 す る 因 子 と し て は 、脂 肪 組 織 へ の 溶 解 度 及 び 拡 散 速 度 、肝 の CYP1A2 へ の 結 合 、排 泄 、
及 び 代 謝 が あ る 。  
  （ 注 １ ） 芳 香 族 炭 化 水 素 の 受 容 体  
  （ 注 ２ ） シ ト ク ロ ム P450 は 、 主 と し て 薬 物 代 謝 を 行 う 酵 素 で あ る が 、 薬 物 代 謝 だ け で
な く 、 発 が ん 物 質 に 真 の が ん 原 性 を 獲 得 さ せ る 作 用 を 持 つ と 言 わ れ て い る 。  



2 一 般 毒 性  
  急 性 毒 性 試 験 結 果 に お い て 、致 死 毒 性 は 、種 差 が 極 め て 大 き く 現 れ て い る 。感 受 性 の 最
も 高 い モ ル モ ッ ト （ 雄 ） の 半 数 致 死 量 は 600ng/kg で あ り 、 最 も 感 受 性 が 低 い と さ れ る ハ
ム ス タ ー（ 雄 ）は 、5,000,000ng/kg で あ る 。ま た 、毒 性 の 発 現 は 雌 雄 差 が あ り 、特 に 雌 の
方 に 毒 性 が 現 れ や す い 傾 向 が あ る 。  
  亜 慢 性 毒 性 試 験 結 果 か ら 、 無 毒 性 量 （ NOAEL） は ラ ッ ト 、 マ ウ ス 、 モ ル モ ッ ト に 対 し
て そ れ ぞ れ 10ng/kg/day、 100ng/kg/day、 0.6ng/kg/day と 推 定 さ れ る 。  
 慢 性 試 験 結 果 か ら 、 雌 の 方 が 雄 よ り も 致 死 毒 性 や 肝 臓 毒 性 に 対 す る 感 受 性 が 高 い 傾 向 が
認 め ら れ て い る 。 雌 雄 ラ ッ ト に お け る NOAEL は 1ng/kg/day で あ っ た 。  
  ス イ ス 系 マ ウ ス に 2,3,7,8-TCDD を 経 口 的 に 摂 取 さ せ た １ 年 間 の 試 験 で は ア ミ ロ イ ド
ー シ ス と 皮 膚 炎 が 観 察 さ れ て お り 、 1ng/kg/day が 最 小 毒 性 量 （ LOAEL） と 見 な さ れ る 。
B6C3F1 マ ウ ス に ２ 年 間 に わ た っ て 経 口 投 与 し た 場 合 は 、 雄 で 1.4ng/kg/day 、 雌 で
6ng/kg/day が NOAEL で あ っ た 。  
  ダ イ オ キ シ ン へ の ヒ ト へ の 暴 露 の 事 例 と し て 、 米 国 で 発 生 し た 工 場 廃 液 の 環 境 の 汚 染
に 伴 う 事 例 、 工 場 や 研 究 室 に お け る 汚 染 事 故 、 イ タ リ ア の セ ベ ソ に お け る 汚 染 事 故 、 ベ ト
ナ ム 戦 争 に お け る 枯 葉 剤 作 戦 に よ る 退 役 軍 人 ら に 見 ら れ る 影 響 な ど が あ る 。  
  2,3,7,8-TCDD に 暴 露 し た ヒ ト や 実 験 動 物 の 場 合 に 観 察 さ れ る 兆 候 と 症 状 に は 、体 重 減
少（ 消 耗 性 症 候 群 ）、胸 腺 萎 縮 、肝 臓 代 謝 障 害 、心 筋 障 害 、性 ホ ル モ ン や 甲 状 腺 ホ ル モ ン 代
謝 並 び に コ レ ス テ ロ ー ル 等 脂 質 代 謝 へ の 影 響 、皮 膚 症 状 と し て 塩 素 ざ そ う（ ク ロ ロ ア ク ネ ）、
さ ら に 学 習 能 力 の 低 下 を は じ め 中 枢 神 経 症 状 な ど が あ る 。  
 
3 発 が ん 性  
  実 験 動 物 を 使 用 し た 長 期 試 験 で は 、 ラ ッ ト 、 マ ウ ス 及 び ハ ム ス タ ー な ど の 動 物 種 で
2,3,7,8-TCDD 及 び 類 縁 化 合 物 の 発 が ん 性 が 示 さ れ て い る 。 ラ ッ ト に お い て は 、 Kociba ら
(1978)が 肝 細 胞 の 過 形 成 結 節 及 び 肝 細 胞 が ん 、硬 口 蓋 及 び 鼻 甲 介 、 肺 の 扁 平 上 皮 が ん の 有
意 な 増 加 を 、 NTP(1982)は 、 肝 の 腫 瘍 結 節 、 甲 状 腺 濾 胞 細 胞 腺 腫 の 増 加 を 報 告 し て い る 。
そ れ ぞ れ の NOAEL は 1ng/kg/day、 1.4ng/kg/day で あ っ た 。  
  ラ ッ ト 及 び マ ウ ス の 肝 臓 、肺 と 皮 膚 の 二 段 階 発 が ん モ デ ル に お い て 、ダ イ オ キ シ ン 類 の
プ ロ モ ー タ ー 作 用 が 認 め ら れ て い る 。 こ の プ ロ モ ー タ ー 作 用 に は EGF 受 容 体 及 び エ ス ト
ロ ジ ェ ン 受 容 体 と の 相 互 作 用 の 関 与 が 示 唆 さ れ て い る 。  
  2,3,7,8-TCDD に は 間 接 的 な DNA 障 害 は 認 め ら れ る が 、 直 接 的 な 結 合 は 認 め ら れ ず 、
各 種 の 変 異 原 性 試 験 等 に お い て も 陰 性 を 示 す 結 果 が 多 く 、 遺 伝 毒 性 は な い も の と 総 合 的 に
判 断 さ れ る 。ま た 、ダ イ オ キ シ ン 類 の プ ロ モ ー タ ー 作 用 と 併 せ て 考 慮 す る と 2,3,7,8-TCDD
の 発 が ん 機 構 に は 閾 値 が あ る こ と が 示 唆 さ れ る 。  
  ダ イ オ キ シ ン 類 の 疫 学 デ ー タ に 関 し て は 、 職 業 暴 露 者 や 事 故 の 被 災 者 及 び ベ ト ナ ム 戦
争 の 枯 葉 剤 作 戦 の 退 役 軍 人 に 関 す る 各 種 の 疫 学 調 査 が な さ れ て い る 。 そ の 結 果 か ら 高 濃 度
暴 露 を 受 け た 人 の 集 団 に お い て 特 に 部 位 を 特 定 せ ず に 広 範 な 部 位 に が ん を 発 生 さ せ る 可 能
性 を 持 つ 物 質 で あ る こ と が 示 唆 さ れ て い る 。 こ の 中 で も 特 に 軟 部 組 織 肉 腫 に つ い て は そ の
リ ス ク の 増 加 が 示 唆 さ れ る 。 し か し こ れ ら の 疫 学 デ ー タ に お け る 暴 露 の 評 価 に は 不 確 実 な
点 も 多 い 。  



4 生 殖 毒 性  
  2,3,7,8-TCDD は 酵 素 の 誘 導 、成 長 因 子 、ホ ル モ ン 及 び そ れ ら の 受 容 体 の 変 化 を 通 し て 、
通 常 の ホ メ オ ス タ シ ス と ホ ル モ ン バ ラ ン ス を 変 化 さ せ 、 内 分 泌 の 攪 乱 因 子 と し て の 作 用 を
及 ぼ し て い る と 考 え ら れ る 。  
  実 験 動 物 に 対 す る 2,3,7,8-TCDD の 毒 性 は 、 母 体 よ り も 胚 や 胎 児 の 段 階 で 強 く 現 れ る 。
代 表 的 な 催 奇 形 性 と し て マ ウ ス に お け る 口 蓋 裂 、 水 腎 症 が 認 め ら れ て い る 。  
  ダ イ オ キ シ ン 類 は 、妊 娠 率 の 低 下 、出 生 仔 の 低 体 重 及 び 性 周 期 に 影 響 を 与 え る 。ラ ッ ト
を 用 い た ３ 世 代 実 験 で は 、そ の 影 響 は F0 世 代 で は 、100ng/kg/day で 、F1 及 び F2 世 代 で
は 、10ng/kg/day で 見 ら れ て い る 。ア カ ゲ ザ ル で は 5ng/kg、25ng/kg の 2,3,7,8-TCDD を
含 む 飼 料 で ４ 年 間 飼 育 し た と き そ れ ぞ れ 71％ 、 86％ の 子 宮 内 膜 症 が み ら れ た 。  
  生 殖 影 響 の NOAEL は ラ ッ ト の ３ 世 代 実 験 に 基 づ く と 1ng/kg/day、 ア カ ゲ ザ ル の デ ー
タ に 基 づ く と 0.126ng/kg/day(5ng/kg 飼 料 )と 推 定 さ れ る 。  
  動 物 実 験 に お い て 、妊 娠 中 及 び 授 乳 中 の 2,3,7,8-TCDD の 暴 露 に よ る 仔 の 生 殖 機 能 、甲
状 腺 機 能 、 免 疫 機 能 へ の 影 響 が 低 レ ベ ル で 認 め ら れ て い る 。 Mably ら は 、 付 属 生 殖 器 官 の
重 量 、精 子 形 成 の 減 少 を 64ng/kg の ダ イ オ キ シ ン を 含 む 飼 料 の 一 回 投 与 と い う 極 め て 低 い
レ ベ ル で 認 め て い る が 、 こ の 濃 度 で の 追 試 に よ る 確 認 は さ れ て い な い 。  
  人 に お け る 生 殖 ・ 発 生 へ の 影 響 の 観 察 が 事 故 な ど に よ り ダ イ オ キ シ ン 類 の 暴 露 を 受 け
た 集 団 等 に お い て 行 わ れ て い る 。ダ イ オ キ シ ン 類 と 同 様 の 毒 性 を 持 つ PCDF の 影 響 を 調 べ
た 台 湾 油 症 の 研 究 に よ る と 、 子 供 の 成 長 の 遅 延 、 行 動 上 の 問 題 、 知 力 の 不 足 等 が 認 め ら れ
て お り 、 ま た 生 殖 機 能 へ の 影 響 も 報 告 さ れ て い る 。 バ ッ ク グ ラ ン ド レ ベ ル の 暴 露 を 受 け て
い る 集 団 で も 母 乳 中 の ダ イ オ キ シ ン 類 濃 度 と 子 の 甲 状 腺 ホ ル モ ン や 免 疫 機 能 の 異 常 と の 関
連 、 ダ イ オ キ シ ン 類 の 摂 取 量 と 低 体 重 児 と の 関 連 な ど が 示 唆 さ れ て い る 。 さ ら に ベ ト ナ ム
戦 争 退 役 軍 人 の 枯 葉 剤 暴 露 と そ の 子 供 の 二 分 脊 椎 の リ ス ク の 増 加 と の 関 連 に つ い て 限 ら れ
て い る が 示 唆 的 な 証 拠 が あ る と さ れ て い る 。  
 
5 免 疫 毒 性  
  2,3,7,8-TCDD は 未 熟 な 胸 腺 細 胞 の 減 少 を 伴 う 胸 腺 の 萎 縮 を 生 じ さ せ る 。マ ウ ス へ の 投
与 試 験 の 結 果 で は 100ng/kg/day で 胸 腺 細 胞 の 有 意 な 減 少 が 観 察 さ れ て い る 。  
  ウ イ ル ス 、細 菌 、寄 生 虫 に 対 す る 感 染 防 御 機 構 は 、2,3,7,8-TCDD の 投 与 に 対 し て 鋭 敏
に 反 応 し 、 致 死 率 増 加 や 寄 生 虫 排 除 の 遅 れ が 見 ら れ て い る 。 マ ウ ス へ の 2,3,7,8-TCDD 単
回 投 与 試 験 の 結 果 で は 、NOAEL が 5ng/kg/day で あ っ た 。2,3,7,8-TCDD は 、抗 体 産 生 を
抑 制 さ せ 、 ま た 、 リ ン パ 球 の 変 動 を 生 じ さ せ る 。 霊 長 類 実 験 動 物 で あ る マ ー モ セ ッ ト の 単
回 投 与 試 験 の 結 果 で は 血 中 リ ン パ 球 集 団 の 変 動 の LOAEL は 10ng/kg/day で あ っ た 。  
  生 殖 免 疫 反 応 へ の 影 響 と し て 、 妊 娠 マ ウ ス へ の 2,3,7,8-TCDD 投 与 に よ り 新 生 児 マ ウ
ス の 胸 腺 細 胞 数 の 変 化 を 示 す 結 果 が 得 ら れ て い る 。  
  ヒ ト の 免 疫 系 へ の 影 響 に つ い て は 、 疫 学 で Ｔ 細 胞 レ ベ ル の 変 動 を 示 唆 す る 報 告 が 見 ら
れ る が 、 統 一 的 な 結 論 を 導 く た め に は ま だ 知 見 が 不 十 分 で あ る 。  
 
 
 



6 毒 性 等 価 換 算 に つ い て  
 毒 性 に つ い て の 情 報 が 得 ら れ て い る ダ イ オ キ シ ン 類 と し て は 、 2,3,7,8-TCDD が 主 た る
も の で あ り 、 他 の も の に つ い て は 限 ら れ た 情 報 し か 得 ら れ て い な い 。 ダ イ オ キ シ ン 類 の 毒
性 は 、 そ の 分 子 骨 格 に つ い た 塩 素 の 置 換 数 と 置 換 位 置 に よ っ て 支 配 さ れ て お り 、 そ の 毒 性
の か な り の 部 分 は 、 受 容 体 と の 結 合 等 と 密 接 に 関 連 し て い る と 考 え ら れ て い る 。 受 容 体 と
の 結 合 能 等 を 勘 案 し て 、 2,3,7,8-TCDD 以 外 の ダ イ オ キ シ ン 類 （ 塩 化 ダ イ オ キ シ ン 及 び 塩
化 ジ ベ ン ゾ フ ラ ン の 異 性 体 ） の 毒 性 を 、 2,3,7,8-TCDD の 毒 性 と し て 力 価 換 算 す る 案 が 提
案 さ れ て い る 。  
 
ダ イ オ キ シ ン リ ス ク 評 価 検 討 会 の 中 間 報 告 の 概 要 （ 第 ３ 章 ）    
第 ３ 章  暴 露 評 価  
1 一 般 環 境 中 の ダ イ オ キ シ ン 類 の 残 留 状 況  
2 我 が 国 に お け る 一 般 的 な 生 活 環 境 か ら の 暴 露 の 状 況  
3 一 般 的 な 生 活 環 境 か ら 偏 り の あ る 環 境 に お け る 暴 露 の 状 況  
 
1 一 般 環 境 中 の ダ イ オ キ シ ン 類 の 残 留 状 況  
  底 質 、生 物 に つ い て は 、「 非 意 図 的 生 成 化 学 物 質 汚 染 実 態 調 査（ 環 境 庁 ）」に お い て 、昭
和 60 年 度 か ら 全 国 の 河 川 、湖 沼 、海 域 を 対 象 と し て 測 定 が 行 わ れ て い る が 、そ れ に よ る と
河 川 の 濃 度 レ ベ ル は 、 湖 沼 、 海 域 に 比 べ て 少 し 低 く な っ て い る 。  
  ま た 大 気 に つ い て は 「 未 規 制 大 気 汚 染 物 質 モ ニ タ リ ン グ 調 査 （ 環 境 庁 ）」 の 測 定 項 目 の
一 つ と し て 、昭 和 61 年 度 か ら 隔 年 で 測 定 が 行 わ れ て い る が 、大 気 中 濃 度 は 、工 業 地 域 近 傍
の 住 宅 地 域 及 び 大 都 市 地 域 で 高 く 、 次 い で 中 都 市 地 域 、 バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 地 域 （ 山 間 地 域
等 ） の 順 に 濃 度 が 低 く な る 。  
 
2 我 が 国 に お け る 一 般 的 な 生 活 環 境 か ら の 暴 露 の 状 況  
2-1 一 般 的 な 生 活 環 境 か ら の 暴 露 の 状 況  
  我 が 国 に お け る 一 般 環 境 か ら の ダ イ オ キ シ ン 類 の 暴 露 の 主 な 経 路 は 、(1)食 事 、(2)大 気 、
(3)水 、(4)土 壌 と 考 え ら れ て お り 、各 々 の 経 路 に つ い て 、暴 露 量 の 推 定 を 行 う こ と と し た 。  
 
2-1-(1) 食 事 か ら の 摂 取 量  
と 、 総 ダ イ オ キ シ ン 類 の 摂 取 量 は 163  
pgTEQ/人 /日 で あ る 。  
  ま た 、環 境 庁 が 行 っ た 9 都 道 府 県 で の 陰 膳 方 式 に よ る 摂 取 量 調 査 の 結 果 で は 、食 事 か ら
の ダ イ オ キ シ ン 類 の 摂 取 量 は 平 均 1.25  
pg/kg/day（ 最 小 値 0.26～ 最 大 値 2.60 pg/kg/day） と な っ た 。  
  こ れ ら の 結 果 を ま と め る と 、ダ イ オ キ シ ン 類 の 摂 取 量 の 推 定 は 表 1 の よ う に な る 。表 1
よ り 、 我 が 国 に お け る 食 事 経 由 の ダ イ オ キ シ ン 類 の 摂 取 量 は 、 0.26～ 3.26 pg/kg/day と 推
定 さ れ る 。  
 
   



表 1 食 物 か ら の ダ イ オ キ シ ン 類 の 摂 取 量  
      国     摂 取 量   (pgTEQ/kg/day) 
      日 本 (1)3.26 
      日 本 (2)1.25(0.26～ 2.6) 
      ド イ ツ 2.2 
      カ ナ ダ 2.3 
      オ ラ ン ダ 2.0 
      米 国 0.3～ 3.2 
      イ ギ リ ス 2.1 
 （ 注 ） 日 本 人 の 体 重 は 50kg、 諸 外 国 は 60kg と し て 算 出  
 
2-1-(2) 大 気 か ら の 摂 取 量  
  環 境 庁 の「 未 規 制 大 気 汚 染 物 質 モ ニ タ リ ン グ 調 査 」の 結 果 か ら 、我 が 国 の 大 気 の 代 表 濃
度 を 以 下 の よ う に 仮 定 す る 。  
  工 業 地 帯 近 傍 の 住 宅 地 域 及 び 大 都 市 地 域 に お い て は 、 中 小 都 市 地 域 及 び バ ッ ク グ ラ ウ ン
ド 地 域 に 比 べ て 高 い 大 気 濃 度 が 観 測 さ れ た 。 本 暴 露 評 価 で は 、 工 業 地 帯 近 傍 の 住 宅 地 域 の
平 成 2 年 度 か ら 平 成 6 年 度 の 平 均 濃 度 か ら 、 0.6pg/m3（  
  我 が 国 の 大 都 市 地 域 の 代 表 濃 度 と し て 検 討 す る 。  
  中 小 都 市 地 域 の 平 成 2 年 度 か ら 平 成 6 年 度 の 平 均 濃 度 か ら 、 0.5pg/m3 を 我 が 国 の 中 小
都 市 地 域 の 代 表 濃 度 と し て 検 討 す る 。  
  バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 地 域 で の 平 成 2 年 度 か ら 平 成 6 年 度 の 平 均 濃 度 か ら 、0.06pg/m3 を 我
が 国 の バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 地 域 の 代 表 濃 度 と し て 検 討 す る 。  
 以 上 の 代 表 濃 度 に 、１ 日 の 呼 吸 量 (15m3/日 )を 乗 じ 体 重 を 50kg と し て 、大 気 か ら の ダ イ
オ キ シ ン 類 の 摂 取 量 を 求 め 、 表 2 に ま と め た 。  
 
 表 2 大 気 か ら の ダ イ オ キ シ ン 類 の 摂 取 量 の 推 定  

        代 表 濃 度    摂 取 量  
        pg/m3    pg/kg/day 

大 都 市 地 域        0.6      0.18 
中 小 都 市 地 域       0.5      0.15 
バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 地 域   0.06      0.02 
 (注 ） １ 日 呼 吸 量 15m3/日 、 体 重 50kg 
 
2-1-(3) 水 か ら の 摂 取 量  
  水 か ら の 摂 取 量 に つ い て は 、こ れ ま で 、0.000036～ 0.00048 pg/kg/day（ Miyata）、0.0004
～ 0.0012 pg/kg/day（ 環 境 庁 ） と い っ た 調 査 結 果 が あ る 。 こ れ ら よ り 、 水 か ら の ダ イ オ キ
シ ン 類 の 摂 取 量 は 0.001 pg/kg/day 程 度 と 想 定 す れ ば 十 分 と 考 え ら れ る 。  
 
 
 



2-1-(4) 土 壌 か ら の 摂 取 量  
  土 壌 か ら の 摂 取 量 は 、児 童 期 及 び 生 涯 の 経 口 摂 取 量 と 、皮 膚 接 触 に よ る 摂 取 量 に よ っ て
表 3 の と お り 推 定 し た 。  
 
 表 3 土 壌 か ら の ダ イ オ キ シ ン 類 の 摂 取 量  
    経 口 摂 取 量  
    皮 膚 接 触 か ら の 摂 取 量  
    (pg/kg/day)  
 
    土 壌 か ら の  
    摂 取 量  
     合  計  
    (pg/kg/day)  
 
 
    児 童 期  
    (pg/kg/day)  
 
    児 童 期 以 外  
 
    (pg/kg/day)  
 
    計  
 
    (pg/kg/day) 
 
      都 市 域 0.0230.0600.0830.0130.084 
      バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 0.0020.0060.0080.00010.008 
 
 
2-2 我 が 国 に お け る 一 般 的 な 生 活 環 境 か ら の ダ イ オ キ シ ン 類 暴 露 の 状 況 の ま と め  
 
 以 上 よ り 、我 が 国 に お け る ダ イ オ キ シ ン 類 の 平 均 的 な 暴 露 の 状 況 を 表 4 の よ う に ま と め
る こ と が で き る 。 平 均 的 な 暴 露 量 は 0.3～ 3.5  
pg/kg/day 程 度 と 考 え ら れ る 。  
 
 表 4 我 が 国 に お け る 一 般 的 な 生 活 環 境 か ら の 暴 露 の 状 況 の 推 定  
 
 
      



 
     大 都 市 地 域   
 
    pg/kg/day 
 
    中 小 都 市 地 域  
 
    pg/kg/day 
 
    バ ッ ク グ ラ ウ ン ド  
    地 域  
    pg/kg/day 
 
      食 物  0.26～ 3.260.26～ 3.260.26～ 3.26 
      大 気  0.180.150.02 
      水 0.0010.0010.001 
      土 壌  0.0840.0840.008 
 
    計  
 
    0.52～ 3.53 
 
    0.50～ 3.50 
 
    0.29～ 3.29 
 
 
 
先 頭 へ     
 
 
3 一 般 的 な 生 活 環 境 か ら 偏 り の あ る 環 境 に お け る 暴 露 の 状 況  
 
  我 が 国 に お け る ダ イ オ キ シ ン 類 に 係 る 暴 露 の 全 体 的 な 状 況 を 把 握 す る た め に は 、 一 般
的 な 生 活 環 境 に お け る 暴 露 レ ベ ル を 推 定 す る と と も に 、 こ の よ う な 一 般 的 な 生 活 環 境 か ら
偏 り の あ る 特 定 の 環 境 を 仮 に 想 定 し て み た 場 合 に 、 暴 露 レ ベ ル に お お よ そ ど の 位 の 幅 が 生
じ る 可 能 性 が あ る の か を 推 定 す る 必 要 が あ る 。  
  こ こ で は 、一 般 的 な 生 活 環 境 か ら 偏 り の あ る 特 定 の 環 境 と し て 、事 例 的 に 、次 の 二 つ の
ケ ー ス を 取 り あ げ た 。  
  我 が 国 の 食 生 活 の 特 徴 を 踏 ま え て 、 魚 か ら の 摂 取 が 大 き い と 想 定 し た 場 合  



 
  我 が 国 に お け る ダ イ オ キ シ ン 類 の 主 要 な 発 生 源 の ひ と つ と 考 え ら れ る ご み 焼 却 施 設 の 周
辺 環 境 を 想 定 し た 場 合  
 
 た だ し 、 個 人 の 実 際 の ダ イ オ キ シ ン 類 の 摂 取 量 は 、 地 域 や 食 生 活 等 の 条 件 の 違 い に よ り
相 当 の 幅 を 持 つ も の と 考 え ら れ る 。 ま た 、 こ こ で の 推 定 は 一 定 の 前 提 条 件 に 基 づ く も の で
あ る こ と に 留 意 す る 必 要 が あ る 。  
 
 
3-1 魚 か ら の 摂 取 が 大 き い 場 合 の 暴 露 の 推 定  
 
3-1-1 魚 の 摂 取 量  
 
  国 民 栄 養 調 査 (1995)に よ る と 、日 本 人 の 魚 介 類・魚 類 加 工 品 の 摂 取 量 は １ 日 当 た り 平 均
95.2g、 標 準 偏 差 52.0g で あ る 。 摂 取 量 が 正 規 分 布 に 従 う と 仮 定 す る と 、  
  μ ＋ 1.64σ ＝ 95.2＋ 1.64×52.0＝ 180.5g 
と な る の で 、 １ 日 に 約 180g 以 上 、 す な わ ち 平 均 的 な 量 の ２ 倍 程 度 の 魚 を 摂 取 を す る 人 が
全 体 の 5%程 度 存 在 す る こ と が 想 定 さ れ る 。  
 
 
3-1-2 魚 の ダ イ オ キ シ ン 類 濃 度  
 
  食 用 を 想 定 し た 魚 の 濃 度 に 関 す る こ れ ま で の 調 査 結 果 か ら 、沿 岸 魚 と 市 販 魚（ 摂 南 大 調
査 の 分 類 ）、ま た 、近 海 魚 と 外 国 産 魚（ 愛 媛 大 調 査 の 分 類 ）な ど に よ っ て 魚 の ダ イ オ キ シ ン
類 濃 度 に か な り の 差 が 存 在 す る 可 能 性 が 高 い 。こ の こ と か ら 、魚 か ら の 暴 露 評 価 に お い て 、
魚 種 あ る い は 漁 獲 海 域 の 区 別 を 行 う 必 要 が あ る と 考 え ら れ る 。  
 
 
3-1-3 魚 か ら の ダ イ オ キ シ ン 類 摂 取 の 状 況  
 
  以 上 か ら 、魚 の ダ イ オ キ シ ン 類 濃 度 と し て は 、内 海 内 湾 魚 で は 、厚 生 省 調 査 の 平 成 4 年
度 ～ 平 成 7 年 度 平 均 値 の 0.90  
pg/g（ 検 出 さ れ た 魚 種 の 平 均 値 ）、及 び 、愛 媛 大 調 査 の 近 海 魚 の 濃 度 0.89 pg/g か ら お よ そ
0.9 pg/g 程 度 と 考 え ら れ る 。  
  ま た 、 遠 洋 沖 合 魚 の 場 合 は 、 愛 媛 大 調 査 の 外 国 産 魚 の 平 均 濃 度 0.08 pg/g、 及 び 摂 南 大
調 査 の キ ハ ダ マ グ ロ の 分 析 値 （ 0.01  
pg/g） を 参 照 し て 、 代 表 濃 度 と し て 、 お よ そ 0.1 pg/g と 設 定 す る 。  
 
 
3-1-4 魚 か ら の 摂 取 量 が 多 い 場 合 に お け る ダ イ オ キ シ ン 類 の 摂 取 量  



 
  以 上 の 考 察 に 基 づ き 、 魚 か ら の 摂 取 量 が 大 き い ケ ー ス と し て 以 下 の 2 種 類 を 想 定 し て
暴 露 量 の 推 定 を 行 っ た 。 た だ し 、 こ の よ う な 条 件 で の 摂 取 が 長 期 間 に わ た り 継 続 す る か ど
う か は 個 人 で 異 な る も の と 考 え ら れ 、 実 際 の 個 人 の 摂 取 量 は こ の 試 算 よ り 低 い 値 と な る こ
と も あ り 得 る と 考 え ら れ る 。  
 
(1)平 均 の 2 倍 程 度 の 量 の 魚 を 摂 取 す る 場 合  
 
  3-1-1  
で の 考 察 に よ れ ば 、 平 均 の 2 倍 程 度 の 量 の 魚 を 摂 取 を す る 人 が 全 体 の 5%程 度 存 在 す る こ
と が 想 定 さ れ る が 、 こ の よ う な 場 合 に は 、 動 物 性 た ん ぱ く と し て 肉 、 卵 を 摂 取 し な い も の
と 仮 定 し て 推 定 す る 。  
  高 山 ら の 測 定 値 に 基 づ い て 計 算 し た 場 合 、 魚 か ら の 摂 取 量 は 、 2×105pg/day÷50kg =  
  4.2pg/kg/day（ 表 1 よ り 、 魚 介 類 か ら の 摂 取 量 が 105pg/kg/day） と な る 。  
 
 
  表 3 の 環 境 庁 の 測 定 値 に 基 づ い て 計 算 し た 場 合 、 魚 か ら の 摂 取 量 は 、
2×1.25pg/kg/day×0.508 = 1.27pg/kg/day  
  （ 表 1 の 環 境 庁 調 査 よ り 、 食 事 か ら の 摂 取 量 が 平 均 1.25  
  pg/kg/day、魚 か ら の 摂 取 量 は ，調 査 に お け る 3 地 点 平 均 で 50.8%と な る こ と か ら 推 算 ）
と 推 定 さ れ る 。  
 
 
  魚 の 濃 度 と し て 高 山 ら の 測 定 値 と 環 境 庁 の 測 定 値 の 平 均 値 を 用 い た 場 合 、 魚 か ら の 摂 取
量 は 、 2× （ 2.1 ＋ 0.64 ） ／ 2 ＝ 2.74 （ 表 １ よ り 、 魚 介 類 か ら の 摂 取 量 105pg/day÷50 ＝
2.1pg/kg/day、 ま た 表 3 よ り 食 事 か ら の 摂 取 量 が 1.25pg/kg/day、 表 2 よ り 魚 か ら の 摂 取
量 が 3 地 点 平 均 で 50.8%と な る こ と か ら 推 算 ）  
 
(4)内 海 内 湾 魚 を 中 心 に 平 均 的 な 摂 取 量 程 度 の 摂 取 を 行 う 場 合  
 
  こ の 場 合 、 魚 か ら の 摂 取 量 は 、 95.2×0.9／ 50＝ 1.71 pg/kg/day 
 こ れ ま で の と こ ろ 、 我 が 国 で の 魚 か ら の 摂 取 量 の 推 定 を 行 っ た デ ー タ が 極 め て 少 な く 、
魚 か ら の 摂 取 が 大 き い 場 合 の 推 定 は 大 き な 幅 を 持 っ て い る が 、 総 合 す る と 、 高 山 ら の 測 定
値 と 環 境 庁 の 測 定 値 の 平 均 値 を 用 い る と 、 2.74pg/kg/day と な り 、 両 方 の 測 定 値 を そ れ ぞ
れ に 用 い る と 、1.28～ 4.2pg/kg/day 程 度 の ダ イ オ キ シ ン 類 を 魚 か ら 摂 取 す る 可 能 性 が 推 定
さ れ る 。ま た 、他 の 暴 露 経 路 か ら の も の も 含 め 全 体 と し て 、大 都 市 地 域 で は そ れ ぞ れ 3.59
設  
pg/kg/day、 1.90～ 5.28 pg/kg/day 程 度 の 摂 取 量 が 推 定 さ れ る 。  
 
 表 5 魚 か ら の 摂 取 量 が 大 き い 場 合 に お け る ダ イ オ キ シ ン 類 暴 露 の 状 況 の 推 定  



 
 
 
      
 
    大 都 市 地 域  
    pg/kg/day 
 
    中 小 都 市  
    pg/kg/day 
 
    バ ッ ク グ ラ ウ ン ド  
    pg/kg/day 
 
      食 物  3.32 
      (1.63～ 5.01)3.32 
      (1.63～ 5.01)3.32 
      (1.63～ 5.01) 
      大 気 0.180.150.02 
      水 0.0010.0010.001 
      土 壌 0.0840.0840.01 
      計 3.59 
      (1.90～ 5.28)3.56 
      (1.87～ 5.25)3.35 
      (1.66～ 5.04) 
 
 
3-2 ご み 焼 却 施 設 周 辺 に お け る 暴 露 の 状 況  
 
  こ こ で は 、ご み 焼 却 施 設 周 辺 に お け る 暴 露 の 状 況 を 把 握 す る た め 、ご み 焼 却 施 設 の 煙 突
か ら の 排 ガ ス の 拡 散 を モ デ ル 式 に よ り 計 算 し 、 年 平 均 ベ ー ス の 最 大 着 地 濃 度 を 予 測 す る 。  
 
 
3-2-1 ご み 焼 却 施 設 の 類 型 化 と 拡 散 濃 度 予 測  
 
  ご み 焼 却 施 設 を 、 炉 形 式 ・ 冷 却 方 式 ・対 策・ 排 ガ ス 処 理 形 式 ・ 煙 突 高 さ な ど で 47 種 類
の 類 型 化 を 行 っ た 。 こ れ に よ っ て 、 一 般 的 な ご み 焼 却 施 設 の 状 況 は ほ ぼ 網 羅 し て い る と 考
え ら れ る 。  
  こ れ ら の 類 型 毎 に 、大 気 拡 散 モ デ ル に よ り 、煙 突 排 ガ ス に 由 来 す る ダ イ オ キ シ ン の 年 平
均 値 ベ ー ス の 最 大 着 地 濃 度 を 推 定 し た 。 さ ら に 、 平 均 的 な ダ イ オ キ シ ン 類 排 出 濃 度 の 場 合



に 加 え て 、 既 存 の ご み 処 理 施 設 の 排 出 濃 度 分 布 （ 厚 生 省 ご み 処 理 に 係 る ダ イ オ キ シ ン 削 減
対 策 検 討 会 中 間 報 告 資 料 4） か ら み て 、 平 均 的 ケ ー ス よ り 2 標 準 偏 差 程 度 高 い 濃 度 の ダ イ
オ キ シ ン 類 が 排 出 さ れ た 場 合 を 想 定 し て 推 定 を 行 っ た 。 こ の 場 合 の 予 測 条 件 は 、 機 械 化 バ
ッ チ 式 ・ 独 立 煙 突 の 施 設 の 平 均 的 な 予 測 条 件 と 仮 定 し た 。  
 
 
3-2-2 拡 散 濃 度 予 測 の 結 果  
 
  平 均 的 な 排 出 濃 度 の 場 合 、 排 ガ ス の ダ イ オ キ シ ン 対 策 を と っ た 場 合 の ケ ー ス に お い て 、
年 平 均 値 で 0.01～ 0.8pg/m3、 ダ イ オ キ シ ン 対 策 を と ら な い 場 合 の ケ ー ス に お い て 、 0.2～
1.9 均  
pg/m3 の 最 大 着 地 濃 度 が 予 測 さ れ た 。さ ら に 平 均 的 な 排 出 濃 度 よ り も 高 い 排 出 濃 度 の ケ ー
ス に お い て は 、 年 平 均 値 で 約 3pg/m3 の 最 大 着 地 濃 度 が 予 測 さ れ た 。 ま た 、 拡 散 モ デ ル よ
り 大 気 降 下 量 の 推 定 値 を 計 算 し た 。  
 
 
3-2-3 ご み 焼 却 施 設 周 辺 の 環 境 濃 度 の 設 定  
 
  拡 散 濃 度 予 測 の 結 果 と 大 都 市 地 域 に お け る 一 般 環 境 大 気 濃 度 か ら 、 ご み 焼 却 施 設 周 辺
の 大 気 濃 度 を 3～ 4  
pg/m3 と 設 定 し た 。大 気 降 下 量 は 最 大 着 地 濃 度 地 点 で の 降 下 量 よ り 設 定 し た 。土 壌 濃 度 は
産 業 廃 棄 物 焼 却 場 周 辺 の 実 測 値 よ り 設 定 し た 。  
 
 
3-2-4 ご み 焼 却 施 設 周 辺 に お け る ダ イ オ キ シ ン 類 の 総 摂 取 量  
 
  以 上 よ り 、 ご み 焼 却 施 設 周 辺 で の ダ イ オ キ シ ン 類 の 総 摂 取 量 を 整 理 す る と 表 6 の よ う
に 推 定 で き る 。  
 
 表 6 ご み 焼 却 施 設 周 辺 に お け る ダ イ オ キ シ ン 類 暴 露 の 状 況  
 
 
 
      
 
    摂 取 量  
     pg/kg/day  
 
      食 物     0.26～ 3.26 
      大 気 0.9～ 1.2 



      水 0.001 
      土 壌 0.63 
      計 1.79～ 5.09 
ダ イ オ キ シ ン リ ス ク 評 価 検 討 会 の 中 間 報 告 の 概 要 （ 第 ４ 章 ）    
第 ４ 章  ダ イ オ キ シ ン 類 の リ ス ク 評 価 の ま と め  
 
1 毒 性 評 価  
 
2 暴 露 評 価  
 
3 リ ス ク 評 価 の ま と め  
 
 
 
1 毒 性 評 価  
 
1-1 毒 性 等 の 総 括  
 
  動 物 実 験 の 結 果 か ら 、 ダ イ オ キ シ ン 類 は 、 急 性 毒 性 、 慢 性 毒 性 、 発 が ん 性 、 生 殖 毒 性 、
催 奇 形 性 、 免 疫 毒 性 等 多 岐 に わ た る 毒 性 を 有 し て い る 。 こ れ ら の 毒 性 の 全 て は 単 一 の 動 物
種 で 認 め ら れ る も の で は な く 、 生 物 種 、 系 統 、 年 齢 、 性 別 等 に よ り 異 な っ て い る 。  
  人 の 疫 学 調 査 の 結 果 か ら は 、ダ イ オ キ シ ン 類 は 、ク ロ ロ ア ク ネ を 除 い て は 人 の 健 康 影 響
に 関 す る 明 確 な 結 論 は 得 ら れ て お ら ず 、 発 が ん 性 、 生 殖 毒 性 及 び そ の 他 の 健 康 影 響 の 有 無
に 関 し て も 明 確 な 結 論 は 得 ら れ て い な い 。 な お 、 発 が ん 性 に つ い て は WHO 国 際 が ん 研 究
機 関 (IARC)は 2B（ 人 に 対 し て 発 が ん の 可 能 性 の あ る 物 質 ） と 評 価 し て い る 。  
  現 時 点 か ら 得 ら れ る デ ー タ に よ る と ダ イ オ キ シ ン 類 の 変 異 原 性 試 験 等 は 陰 性 で 遺 伝 毒
性（ DNA の 直 接 損 傷 ）は な い も の と 考 え ら れ 、ま た 、毒 性 の 発 現 に は Ah 受 容 体 が 関 与 し
て い る と 考 え ら れ て い る こ と な ど か ら 、 当 検 討 会 と し て は 、 ダ イ オ キ シ ン 類 の 発 が ん 機 構
に は 閾 値 が あ る も の と し て 評 価 す る こ と が 妥 当 で あ る と 考 え る 。  
 
 
1-1-1 動 物 実 験 結 果 に つ い て  
 
 本 検 討 会 の ダ イ オ キ シ ン 類 の リ ス ク 評 価 に お い て 、 ダ イ オ キ シ ン 類 に 係 る 異 な る 動 物 種
に お け る 各 種 の 実 験 結 果 を レ ビ ュ ー し た 結 果 、 最 も 低 い レ ベ ル で 影 響 が 観 察 さ れ る も の と
し て 、 以 下 の ４ 種 類 の 実 験 結 果 を 選 択 し 、 そ れ ら を 検 討 の 対 象 と し た 。 そ の 他 の 動 物 実 験
結 果 に お い て は 、 催 奇 形 性 や 免 疫 毒 性 等 の 影 響 は よ り 高 い レ ベ ル で 観 察 さ れ て い る 。  
  ３ 種 類 の 動 物 実 験 で 同 じ NOAEL 又 は LOAEL が 得 ら れ て い る 。  
  こ の う ち 、 Toth の ス イ ス 系 マ ウ ス を 用 い た １ 年 間 の 経 口 投 与 試 験 で は 、 雄 に ア ミ ロ イ
ド ー シ ス と 皮 膚 炎 が 観 察 さ れ て お り 、 最 低 投 与 量 の 7  



ng/kg/週（ 1ng/kg/day に 相 当 ）が LOAEL と 見 な さ れ て い る 。当 検 討 会 で は 本 試 験 に お け
る マ ウ ス の ア ミ ロ イ ド ー シ ス と 皮 膚 炎 が 、 人 の 健 康 影 響 に お い て 持 つ 意 義 が 不 明 で あ る こ
と 等 の 指 摘 が あ っ た 。 な お 、 本 試 験 に つ い て は 、 ダ イ オ キ シ ン 類 の 摂 取 に 係 る 基 準 の 根 拠
と し て 採 用 し て い る 国 は な い 。  
  Kociba の SD ラ ッ ト を 用 い た 長 期 投 与 試 験（ 混 餌 試 料・105 週 ）に つ い て は 、ダ イ オ キ
シ ン 類 摂 取 に 係 る 基 準 値 を 設 定 し て い る 全 て の 国 で そ の 根 拠 に 使 用 さ れ て い る が 、 NTP
（ 米 国 毒 性 試 験 計 画 ） が OM ラ ッ ト を 用 い た 長 期 投 与 試 験（ 強 制 ・104 週 ）を 実 施 し 、 同
様 の 結 果 （ 70～ 100ng/kg//day で 肝 臓 が ん 発 生 ） が 得 ら れ て い る こ と 、 ま た 、 明 確 な 量 反
応 関 係 が 見 ら れ る こ と 、 対 照 群 か ら の 肝 臓 が ん の 発 生 が ほ と ん ど み ら れ ず 特 異 性 が 高 い こ
と 等 か ら 、 当 検 討 会 に お い て は 十 分 に 信 頼 性 が 高 い も の と 判 断 し た 。  
  Murray の SD ラ ッ ト を 用 い た ３ 世 代 繁 殖 試 験 の 結 果 に よ る と 、100ng/kg/day で は 受 胎
率 が 著 し く 低 下 し 、 10ng/kg/day で は 子 宮 内 死 亡 、 生 後 の 体 重 の 増 加 抑 制 な ど の 生 殖 毒 性
が 見 ら れ て い る 。 F1 世 代 及 び F2 世 代 で は 、 10ng/kg/day で 影 響 が 見 ら れ て い る 。 こ れ ら
の 結 果 よ り １ ng/kg/day を NOAEL と し て い る 。 な お 、 こ の 値 は 、 ダ イ オ キ シ ン 類 摂 取 に
係 る 基 準 値 の 設 定 の 根 拠 と し て い く つ か の 国 が 採 用 し て い る 。  
  Rier の ア カ ゲ ザ ル を 用 い た 生 殖 毒 性 試 験 の 結 果 に よ る と 、 対 照 群 及 び 5ng/kg（ 投 与 量
126pg/kg/day に 相 当 ）、25ng/kg 含 有 飼 料（ 投 与 量 630pg/kg/day に 相 当 ）で 飼 育 し た ア カ
ゲ ザ ル に 子 宮 内 膜 症 が そ れ ぞ れ 33％ 、71％ 、86％ に 見 ら れ て い る 。重 篤 度 で 分 類 す る と 中
程 度 以 上 の 子 宮 内 膜 症 は 対 照 群 で は 見 ら れ な か っ た の に 対 し 、5ng/kg、25ng/kg 投 与 群 で
そ れ ぞ れ 43％ 、71％ で 対 照 群 よ り 有 意 に 高 い と い う 結 果 が 得 ら れ て い る 。こ れ ら の 結 果 よ
り 126（ 100～ 180） pg/kg/day を LOAEL と し て お り 、 最 も 低 い レ ベ ル で 影 響 が 生 じ て い
る 。  
  一 方 、 こ の 結 果 を 支 え る 試 験 と し て 以 下 の よ う な 一 連 の ア カ ゲ ザ ル を 用 い た デ ー タ も
あ る 。  Allen ら は 、 50ng/kg 含 有 の 飼 料 （ 投 与 量 1260pg/kg/day に 相 当 ） で 雌 が ７ ヶ 月
飼 育 さ れ た 時 、 ８ 匹 中 ２ 匹 は 妊 娠 せ ず 、 妊 娠 し た ６ 匹 の う ち ４ 匹 が 流 産 し 、 出 産 し た ２ 匹
の う ち １ 匹 は 未 熟 で 、 １ 匹 の み が 正 常 出 産 で あ っ た と い う 報 告 を 行 っ て い る 。  
  ま た 、Bowman ら は 、5ng/kg 含 有 の 飼 料（ 投 与 量 126pg/kg/day に 相 当 ）で は 対 照 群 と
有 意 な 差 は 出 さ れ て い な い が 、25ng/kg 含 有 の 飼 料（ 投 与 量 630pg/kg/day に 相 当 )で ７ ヶ
月 飼 育 し た と き 、 ８ 匹 の う ち ３ 匹 は 妊 娠 せ ず 、 妊 娠 し た ５ 匹 の う ち ３ 匹 が 流 産 し 、 １ 匹 が
妊 娠 中 に 死 亡 し 、 １ 匹 の み が 正 常 出 産 で あ っ た と 報 告 し て い る 。  
  Rier の 実 験 で 観 察 さ れ た 子 宮 内 膜 症 は 流 産 や 不 妊 の 原 因 の 一 つ で あ り 、 こ れ ら の ２ つ
の ア カ ゲ ザ ル の 研 究 の エ ン ド ポ イ ン ト と 関 連 し て お り 、Rier の 結 果 を 支 え る 重 要 な デ ー タ
で あ る と い う こ と で 検 討 委 員 会 の 意 見 が 一 致 し た 。  
  ま た 、Rier の 実 験 は 、量 － 反 応 関 係 も 見 ら れ て お り 、ダ イ オ キ シ ン 類 の 半 減 期 の 長 さ や
体 内 負 荷 量 が 最 も 人 に 近 い 動 物 種 で あ る 霊 長 類 で 実 施 さ れ た も の で あ り 、 無 視 で き な い も
の で あ る と 当 検 討 会 は 判 断 し た 。  
  し か し 、 Rier の 実 験 に は 、 追 試 な ど こ れ を 裏 付 け る 結 果 が こ れ ま で の と こ ろ 得 ら れ て
い な い こ と 、 対 照 群 か ら も 子 宮 内 膜 症 の 発 生 が 高 率 に 見 ら れ る こ と 等 か ら こ れ を 人 に お け
る 健 康 影 響 の 評 価 に 直 接 用 い る こ と に つ い て は 若 干 の 問 題 も あ る こ と が 当 検 討 会 で 指 摘 さ
れ た 。  



 
 
1-1-2 疫 学 調 査 結 果 に つ い て  
 
 ダ イ オ キ シ ン 類 の 人 へ の 健 康 影 響 と し て ク ロ ロ ア ク ネ 等 の 発 症 が 注 目 さ れ て い る 。ま た 、
ダ イ オ キ シ ン 類 の 疫 学 デ ー タ に 関 し て は 、 職 業 暴 露 者 や 事 故 の 被 災 者 及 び ベ ト ナ ム 戦 争 の
枯 葉 剤 作 戦 の 退 役 軍 人 に 関 す る 各 種 の 疫 学 調 査 が な さ れ て い る 。  
  人 に お け る フ ラ ン 類 の 中 毒 の 記 録 と し て は 、日 本 の 油 症 や 台 湾 の 油 症 が あ る 。台 湾 の 油
症 で は 、 胎 盤 又 は 母 乳 を 介 し て 暴 露 を 受 け た 児 に 筋 骨 格 系 の 発 育 の 遅 れ 、 性 的 発 育 の 遅 れ
な ど の 発 達 遅 滞 や IQ の 低 下 、そ の 他 免 疫 系 へ の 影 響 を 示 唆 す る デ ー タ が 得 ら れ て い る が 、
症 例 数 が 少 な く 、 評 価 が 定 ま っ て い な い 。  
 
 
1-2 健 康 リ ス ク 評 価 指 針 値 の 設 定  
 
1-2-1 健 康 リ ス ク 評 価 指 針 値 の 設 定 の 考 え 方  
 
  当 検 討 会 と し て は 、ダ イ オ キ シ ン 類 の 人 へ の 暴 露 が 環 境 汚 染 に 起 因 す る も の で あ り 、健
康 影 響 の 未 然 防 止 の た め に は 環 境 汚 染 の 低 減 が 必 要 と の 判 断 か ら 、 ダ イ オ キ シ ン 類 に 係 る
環 境 保 全 対 策 を 講 ず る に 当 た っ て の 目 安 と な る 値 と し て 健 康 リ ス ク 評 価 指 針 値 を 設 定 す る
こ と と し た 。 こ の 値 は 人 の 健 康 を 維 持 す る た め の 許 容 限 度 と し て で は な く 、 よ り 積 極 的 に
維 持 さ れ る こ と が 望 ま し い 水 準 と し て 人 の 暴 露 量 を 評 価 す る た め に 用 い る 値 で あ る 。  
 
 
1-2-2 健 康 リ ス ク 評 価 指 針 値 の 設 定  
 
  当 検 討 会 に お い て は 、 以 上 の 点 を 考 慮 し 、 ま ず 、 Kociba の デ ー タ に 基 づ い て 健 康 リ ス
ク 評 価 指 針 値 の 設 定 に つ い て 検 討 す る こ と が 妥 当 と 判 断 し た 。 な お 、 人 の 疫 学 デ ー タ に 基
づ き 健 康 リ ス ク 評 価 指 針 値 を 算 出 す る こ と は 現 時 点 で は 適 当 で な い と 判 断 し た 。 し か し な
が ら 、 疫 学 調 査 は 今 後 も 続 け ら れ る も の も あ り 、 将 来 的 に こ れ ら の 結 果 に つ い て も 注 視 し
て い く べ き で あ る と 考 え て い る 。  
  Kociba の 結 果 を 用 い る と 、 10  
pg/kg/day が 算 出 さ れ る 。 こ の 値 は 、 ダ イ オ キ シ ン 類 の 発 が ん 性 を 閾 値 の あ る も の と 判 断
し て 、 Kociba の デ ー タ （ 又 は Murray の デ ー タ ） に よ り 算 出 し て い る 諸 国 の 値 と ほ ぼ 同 じ
で あ り 、 厚 生 省 研 究 班 も 許 容 限 度 と し て の TDI と し て こ の 値 を 採 用 し て い る 。  
  本 検 討 会 の リ ス ク 評 価 で は 、健 康 リ ス ク 評 価 指 針 値 の 趣 旨 に 鑑 み て 、そ の 設 定 に 当 た っ
て は 、 エ ン ド ポ イ ン ト を が ん の 発 生 に と ど ま ら ず 、 そ れ に 関 連 す る 影 響 の 発 生 や 健 康 か ら
の 偏 り の 状 況 に も 着 目 す る こ と が 適 当 と 判 断 し た 。  
  こ の よ う な 観 点 か ら 見 る と 、 Rier の ア カ ゲ ザ ル の 子 宮 内 膜 症 の デ ー タ は 、 量 － 反 応 関
係 が み ら れ て お り 、 ま た 、 子 宮 内 膜 症 の 発 症 メ カ ニ ズ ム は 必 ず し も 明 ら か に な っ て は い な



い も の の ホ ル モ ン 作 用 や 免 疫 作 用 の 関 与 が 想 定 さ れ て お り 、 そ の 発 生 に Ah 受 容 体 の 関 与
が 示 唆 さ れ て い る こ と か ら 、 当 検 討 会 に お い て は 、 本 試 験 結 果 に つ い て も 健 康 リ ス ク 評 価
指 針 値 の 設 定 に 当 た っ て 考 慮 す る 必 要 が あ る と い う こ と で 意 見 が 一 致 し た 。  
  し か し な が ら 当 検 討 会 と し て は 、 Rier の 実 験 に つ い て は 、 前 述 の よ う に 問 題 が 残 っ て
い る こ と な ど か ら 、 こ の 実 験 デ ー タ に 基 づ き 直 接 に 健 康 リ ス ク 評 価 指 針 値 を 算 出 す る こ と
に つ い て は 、論 議 の 余 地 が 残 る と 判 断 し た 。し か し 一 方 、前 述 の 理 由 か ら Rier の 実 験 を 無
視 す る こ と は 適 当 で は な く 、 健 康 リ ス ク 評 価 指 針 値 の 設 定 に あ た っ て 一 定 の 評 価 を 与 え る
べ き 実 験 で あ る と の 判 断 に 立 ち 、 Kociba の 実 験 デ ー タ で 得 ら れ た 値 （ 10 で  
pg/kg/day）に 、更 に ２ 倍 の 安 全 を 見 込 み 、健 康 リ ス ク 評 価 指 針 値 と し て 5 pg/kg/day と す
る こ と が 適 当 と し た 。  
  当 検 討 会 と し て は 、 現 在 ま で の と こ ろ 健 康 リ ス ク 評 価 指 針 値 を 5  
pg/kg/day よ り 低 い 値 に 設 定 す る 必 要 が あ る と 判 断 で き る 明 確 な 科 学 的 デ ー タ が 得 ら れ て
い な い と 考 え て い る 。 し た が っ て 現 時 点 で は こ の 値 を も っ て 健 康 リ ス ク 評 価 指 針 値 と す べ
き と 考 え る 。 し か し 、 こ れ ら の 知 見 以 外 に 、 よ り 低 投 与 量 の 実 験 に お い て 何 ら か の 健 康 リ
ス ク の 可 能 性 を 示 唆 す る 報 告 も あ る 。  
  し た が っ て 今 後 と も 、 一 層 の リ ス ク 削 減 の 努 力 を 進 め る と と も に 科 学 的 知 見 の 集 積 に
努 め る べ き で あ る と 考 え る 。  
 
 
先 頭 へ     
 
 
2 暴 露 評 価  
 
  ダ イ オ キ シ ン 類 の リ ス ク 評 価 を 行 う た め 、 我 が 国 に お け る 暴 露 の 全 体 的 な 状 況 を 把 握
す る 目 的 で 以 下 の よ う な 推 定 を 行 っ た 。  
 
 
2-1 我 が 国 に お け る 一 般 的 な 生 活 環 境 か ら の 暴 露 状 況 の 推 定  
 
  我 が 国 に お け る 一 般 的 な 生 活 環 境 を 想 定 し て 、平 均 的 な 暴 露 状 況 の 推 定 を 行 っ た 。こ の
結 果 、そ の 暴 露 量 は 、0.3～ 3.5pg/kg/day と 推 定 さ れ た 。た だ し 、個 人 の 実 際 の 暴 露 量 は 、
地 域 や 食 生 活 等 の 条 件 の 違 い に よ り 相 当 の 幅 を 持 っ て い る も の と 考 え ら れ る 。  
 
 
2-2 我 が 国 に お け る 一 般 的 な 生 活 環 境 か ら 偏 り の あ る 環 境 に お け る 暴 露 状 況 の 推 定  
 
  我 が 国 で の ダ イ オ キ シ ン 類 の 汚 染 状 況 に お い て 、2-1 に お け る 平 均 的 な 暴 露 レ ベ ル か ら
ど の 位 の 幅 を 生 じ る 可 能 性 が あ る か を 推 定 す る た め 、 一 般 的 な 生 活 環 境 か ら 偏 り の あ る 環
境 を 事 例 的 に 想 定 し 、 以 下 の 推 定 を 行 っ た 。  



  我 が 国 の 食 生 活 の 特 徴 を 踏 ま え て 、 魚 か ら の 摂 取 が 大 き い 場 合 を 想 定 し て そ の 暴 露 状 況
の 推 定 を 行 っ た と こ ろ 、 そ の 結 果 は 、 3.6 (1.9～ 5.3)  
  pg/kg/day で あ っ た 。  
 
  ま た 、 我 が 国 に お け る ダ イ オ キ シ ン 類 の 主 要 な 発 生 源 の 一 つ と 考 え ら れ る ご み 焼 却 施 設
の 周 辺 環 境 に お い て 暴 露 状 況 の 推 定 を 行 っ た と こ ろ 、 そ の 結 果 は 、 1.8～ 5.1  
  pg/kg/day で あ っ た 。  
 
 1.及 び 2.の 結 果 か ら 、我 が 国 に お け る 現 在 の ダ イ オ キ シ ン 類 に よ る 汚 染 状 況 に お い て は 、
平 均 的 な 暴 露 レ ベ ル よ り 高 い 暴 露 を 受 け る 条 件 に お い て は 5  
pg/kg/day 程 度 の 暴 露 が あ り 得 る こ と が 推 察 さ れ た 。  
  ま た 、1.及 び 2.の い ず れ の 場 合 に お い て も 、ダ イ オ キ シ ン 類 に よ る 様 々 な 暴 露 の 形 態 が
あ る 中 で 、 事 例 的 に 一 定 の 条 件 を 仮 定 し た 際 の 推 定 を 行 っ た も の で あ り 、 2-1 と 同 様 に 、
個 人 の 実 際 の 暴 露 量 は 地 域 や 食 生 活 等 の 条 件 の 違 い に よ り 相 当 の 幅 を 持 っ て い る も の と 考
え ら れ る 。  
  な お 、2-1 及 び 2-2 の 暴 露 評 価 全 体 に つ い て 、暴 露 評 価 に 必 要 な 一 般 環 境 、食 物 等 に 含
ま れ る ダ イ オ キ シ ン 類 の デ ー タ が 必 ず し も 十 分 な 状 況 で は な い 中 で の 推 定 で あ り 、 今 後 の
デ ー タ の 蓄 積 が 必 要 で あ る 。  
 
 
先 頭 へ     
 
 
3 リ ス ク 評 価 の ま と め  
 
 以 上 の 結 果 を 踏 ま え る と 、 我 が 国 に お け る ダ イ オ キ シ ン 類 に 係 る リ ス ク 評 価 は 以 下 の よ
う に ま と め る こ と が で き る 。  
 
 
3-1 我 が 国 に お け る 一 般 的 な 生 活 環 境 で の 暴 露 の 状 況 を 想 定 し た 場 合 に お い て は 、 暴 露
量 の 推 定 値 が 健 康 リ ス ク 評 価 指 針 値 を 下 回 っ て い る こ と か ら 、 現 時 点 で 人 の 健 康 に 影 響 を
及 ぼ し て い る 可 能 性 は 小 さ い と 考 え ら れ る が 、 現 在 の 暴 露 レ ベ ル は 評 価 指 針 値 に 比 べ て 十
分 低 い と は 言 え な い 状 況 に あ る の で 、長 期 的 に よ り 高 い 安 全 性 を 確 保 す る 観 点 か ら 、今 後 、
ダ イ オ キ シ ン 類 の 環 境 中 濃 度 の 低 減 を 図 る こ と が 望 ま し い と 考 え ら れ る 。  
 
 
3-2 現 在 の ダ イ オ キ シ ン 類 に よ る 汚 染 状 況 の 中 で 、 一 般 的 な 生 活 環 境 で の 平 均 的 な 暴 露
に 比 べ て 特 に 高 い 暴 露 を 受 け る 条 件 に お い て は 、 そ の 暴 露 量 の 推 定 値 が 健 康 リ ス ク 評 価 指
針 値 と 同 程 度 以 上 と な る こ と が あ り 得 る こ と か ら 、 今 後 、 健 康 リ ス ク を よ り 小 さ く す る 観
点 か ら 、 ダ イ オ キ シ ン 類 の 環 境 中 濃 度 の 低 減 を 図 る 必 要 が あ る と 考 え ら れ る 。  



 
  第 ５ 章  そ の 他 の 検 討 事 項  
 
1 母 乳 か ら の 摂 取 量  
 
 ダ イ オ キ シ ン 類 は 、 乳 汁 中 に 分 泌 さ れ る こ と が 知 ら れ て い る が 、 日 本 を 含 め た 先 進 国 で
の 母 乳 中 の 濃 度 は ほ ぼ 同 じ 程 度 で あ る と 考 え ら れ る 。 一 方 、 母 乳 栄 養 に は 乳 幼 児 の 健 康 と
発 育 に 利 点 を 示 す 明 確 な 根 拠 が あ る こ と か ら 、 WHO な ど は 引 き 続 き 、 母 乳 栄 養 を 推 進 す
べ き で あ る と し て い る 。従 っ て 、我 が 国 も 引 き 続 き 母 乳 栄 養 と す る こ と が 適 当 と 判 断 さ れ 、
今 後 と も 継 続 し て 母 乳 の 安 全 性 を 確 保 し て い く た め 、 そ の 発 生 源 対 策 や 研 究 等 に つ い て の
適 切 な 施 策 を す す め る べ き で あ る 。  
 
 
2 コ プ ラ ナ ー PCB に つ い て  
 
 現 在 ま で の と こ ろ 、 環 境 濃 度 等 の デ ー タ が 不 足 し て お り 、 ま た 、 ダ イ オ キ シ ン 毒 性 等 価
換 算 係 数 に つ い て も 、 評 価 が 定 ま っ て い る と は 言 い 難 い 状 況 で あ る こ と か ら 、 正 確 な 暴 露
評 価 を 行 う こ と は 困 難 で あ る 。 コ プ ラ ナ ー Ｐ Ｃ Ｂ の 毒 性 は ダ イ オ キ シ ン 類 似 の メ カ ニ ズ ム
を 持 つ こ と か ら 、 人 の 健 康 に 対 す る リ ス ク に 十 分 留 意 す る 必 要 が あ り 、 今 後 と も 毒 性 に 関
す る 研 究 と 知 見 の 収 集 が 必 要 で あ る 。  
 
 
 
 
 


